
令和４年９月９日 虹の家事業所だより

「
今、私たちにできること「ＳＤＧｓ」を意識して ！

（幸せをめざして PART 34）
所 長 小 野 真

「カンロ飴」ほとんどの方が一度は、口に入れたことがあるのではないでしょうか。
100 年以上の歴史を持つキャンディー業界最大手企業です。そのカンロの悩みは、飴を作る

際に結構な量の「飴の切り屑」が出る事だそうです。2020 年実績では年間 1302 トン発生しま
した。これをどうにかしたいと考えて、持続可能な企業を目指していくために SDGs を意識し
た新たな部署を作って解決に取り組んでいるそうです。
その１つ目が、発酵技術を持つバイオエンジニアリング企業と提携してハンドスプレーやウ

ェットティッシュなどを検討しています。
２つ目の取り組みは、廃棄プラスチックを減らすという願いから飴製の「キャンディースト

ロー」を開発し商品化することです。
現在、全世界で喫緊の課題解決が求められていることとして、脱炭素社会に向けて、2050

年二酸化炭素実質排出量ゼロの取組が多くの国や都道府県でなされています。また、LGBTQ
（性的マイノリティ）の方を含めあらゆる人に居場所があり、いきいきと活躍できる共生社会
づくりを進めていかなければなりません。
こうした問題に対して、私たちが今できることは何かを常に意識しながら日々の生活を改善

していくことが重要であることは、間違いありません。
虹の家では、勤務時間前や休憩時間の事務室の消灯や歯磨きの際の水の出しっぱなしの防

止、トイレの手洗い場の水道のセンサー設置など「節電」「節水」を推進しています。個々の
利用者の皆さんの障害をしっかり把握して個性として捉え認め合って日々生活しています。仕
事を通して、SDGs を推進していることを意識しながら作業をしています。例えば、賞味期限
間近で販売できないチョコレートを家畜の餌など再利用にするための袋だしをしています。
このような、虹の家の取組が点から線へそして面にさらに大きなうねりとなって地域に浸透

していけばと考えています。

な な い ろ



コロナ感染予防対策

まず、出勤前の体調チェックから！

間隔を空けて静かに！

朝朝とと昼昼にに検温検温していますしています 。。


